
岩手県における学校防災の取組 

森本 晋也 
岩手県教育委員会事務局 学校教育室指導主事 



Ⅰ 震災前の取組から～釜石東中学校を事例に～ 

 

Ⅱ 震災後の取組から 

   ～「いわての復興教育」の取組を事例に～ 



はじめにー自然の二面性と人々の知恵・文化ー 

自然と共存する人々の知恵・文化 

豊かな自然の恵み・文化 時に人々を襲う災害 

岩手宮城内陸地震(2008年6月) 
                 「内閣府HP」より 

大雨による土砂災害【釜石市】 
            (2002年7月) 

東日本大震災津波(2011年3月) 
三陸海岸（リアス海岸） 養殖ワカメ(日本一の生産量) 

伝統芸能・文化 
(虎舞・スネカ) 北限の海女 

「岩手県HP・資料」より 

サケの郷土料理 カキの養殖 

大雨による土砂災害【雫石町】 
        (2013年8月) 



はじめにー釜石市における防災教育のねらいー 

１ 『自分の命は自分で守ることのできる 
  チカラ』を身に付ける。 
 
２ 『釜石に住むことは津波に備えるのは 
  当たり前』文化の育成 
 
３ 『津波はたまに来るけど、釜石はこれほ 
  どまでに魅力的な郷土である。』 

「釜石市津波防災教育のための手引き」(H２２)より 



Ⅰ 震災前の取組～釜石東中学校を事例に～ 

根浜海岸のすぐ近くにある 
鵜住居小学校が隣接 

岩手県 

震災前の釜石東中学校 

   ● 盛岡市 

   ● 一関市 

大槌町 ●  

   ● 
釜石市 



釜石東中学校の位置と津波被害の歴史 

大槌湾 

両石湾 

釜石東
中学校 

釜石湾 



津波が押し寄せる釜石市鵜住居地区 

釜石東中 鵜住居小 

写真 釜石東中学校提供 



震災直後の鵜住居地区 

鵜住居小学校  
３階に突き刺さる車 

写真 釜石東中学校提供 



鵜住居小学校(手前) 
釜石東中学校(奥) 

ございしょの里 

石材店 

1km 500m 0m 

文 

園児と合流 

釜石東中学校 

鵜住居小学校 

鵜住居地区 
防災センター 

ございしょの里 
(予め決めておいた避難場所) 

鵜住居保育園 

介護福祉施設 
(次に避難しようとした場所) 

石材店 
(最終的に避難してきた場所) 

津波浸水区域（HM） 

過去の実績（明治 or 昭和） 

今回の津波浸水範囲 群馬大学片田教授 作成  



第一避難場所から第二避難場所に逃げる児童生徒 

写真撮影 地域の住民の方（高村氏） 



第二避難場所からさら高台へ 

写真撮影 地域の住民の方（浦山氏） 



震災前の釜石市の防災教育の取組 

釜石市防災教育研修会 (2006年2月) 

① 河東眞澄元教育長のことば 

         「子どもの被害をゼロにする」 

 

② 片田先生の講演内容 

 ・ 児童生徒、保護者、教師の意識 

 ・ 津波常襲地域 

 ・ 人々が逃げない心理ー正常化の偏見ー 

 

③ 津波避難指示ー避難率の低さー 

必要感 



Ⅰ 震災前の取組～釜石東中学校での取組～ 

オリエンテーション 
「津波と私達のくらし」 

「フィールドワーク」  
史跡、体験談、被害の様子、防災対策を調査 

昭和8年の体験談を聞きとり 

【2006年度】 １年生 総合 「てんでっこ」～地域から学ぶ津波の歴史と防災～ 



学習したことを文化祭、地域の公民館、市民文化会館で発表 地域への発信 

構成劇「てんでっこ」 
 明治の記録や昭和8年の津波体験談をもとに劇化。「てんでんこ」の教えをテーマに発表。学習して感じたことをみんなで 
 詩にして、朗読する。 

文化祭の展示館 
 調べてきたことを展示。レポート集、記念碑の模型、両石地区の被災状況を作成。 



釜石東中学校の全校での防災教育の取組 

【防災教育のねらい】（2009年度） 
 

 １．自分の命を自分で守る 

   ～津波・地震の知識を身につけ、避難できる生徒の育成～ 

 ２．助けられる人から助ける人へ 

    ～家族・地域社会の一員としての自覚を高め、行動できる生徒の育成～ 

 ３．防災文化の継承 

   ～防災文化の継承者の育成～ 

【ねらいを達成するために】 
 

 １．津波を知る、避難方法を知る、地域を知る。 (知識・理解) 

 ２．日常生活においても、考え、判断する。    (思考・判断) 
 ３．避難訓練や防災ボランティーストにおいて実践する。(行動) 



釜石東中学校 防災教育プログラム 

1年生 2年生 3年生 

共通 
防災オリエンテーション、小・中合同避難訓練、小・中合同地区集会、防災ボラ
ンティースト、地域の避難訓練 

教科 

ゆれる大地(理科) 
耐震技術(技術) 
地域調査(社会) 
防災ポスター(美術)  他 

自然災害(社会) 
災害に備える(保健) 

安全対策(家庭) 
防災ポスター(美術) 他 

地域での支え合い(社
会) 
防災ポスター(美術) 
           他 

総合 

｢てんでんこ｣ 
(体感学習、フィールド
ワーク、ビデオ制作、率先
避難) 

「Tsunami」 
（津波防災館訪問、防災 
ボランティーストの劇化） 

本所防災館訪問 
(修学旅行において 
学習) 
 

道徳 
学活 

「災害ボランティア」(道) 「避難しない人の心理」(学) 「語り伝えよ」(道) 

「EAST-レスキュー」 



小・中合同避難訓練(5月) 

・小・中連携、地域との連携への一歩へ 

特別活動 
(学校行事) 全校総合 防災オリエンテーション学習 

全校防災学習のねらいを確認 
 

「EAST-レスキュー」 
 East：東中生  Assist：手助け 
 Study：学習するTsunami：津波 

○防災に関する知識 
 ・地域の津波被害の歴史 
 ・津波発生のメカニズムとその被害 
 ・避難行動の知識・判断 
 ・地域の言い伝えなど 
○1年間の学習への動機付け 



小・中合同地区集会(７月) 

もし、津波から逃げなければなら 
ないとき、どこに避難すればよいか、分
かりますか？ 

・お互いに自己紹介をしましょう。 
・地域の危険なところを確認しましょう。 

・小学生と中学生が顔見知りになる。 
・地域での生活において中学生に責任を持たせる。 

特別活動 



道徳「災害ボランティア」 

避難する時や避難した後には、どんなボ
ランティアができのだろうか？ 

自分たちにできることは、
何だろうか？ 

・地域社会の一員としての自覚を持たせる。 

道徳 



「防災ボランティースト」 
 安否札・チラシ配り、防災マップづくり 

生徒会活動 

手作りの安否札・防災チラシの配布 

防災マップづくり 

全校生徒、縦割り班で 
２０のグループに分かれて活動 



生徒の手書き   左（表）／右(裏) 

一人暮らしの高齢者のお宅を
中心に、民生委員さんの協力
を得て、配付した。 

安否札の配付 



防火訓練,救急搬送,水上救助,応急処置 



両石・片岸地区での学習(自主防災組織) 

災害時の炊き出し訓練、防災頭巾づくり 



生徒の感想 

○地震が起こった後、１５分ぐらいで津波が来るかもしれないので、自
分たちがしっかりと避難場所を把握して、逃げる手助けをしたい。 
○いつ起きるか分らない災害が、もし起きたときに、ケガをしている人
たちを率先して手助けしたい。 
○臨機応変に対応し、自ら進んで、そこらにあるものを使い、処置した
い。 
○自ら進んで地域への活動をしたい。もしもの時、お年寄りの家に行き
たい。 
○実際水の中で人を助けることは、楽勝だと思っていたけど、今日やっ
てみてすごく難しかった。・・・あわてないで、習ったことを自分でできる
範囲で助けたい。 
○災害にあった人の精神状態は不安定になるので、あたたかい声をか
けてあげて、助けられる側から助ける側になりたい。 
○津波がここまで来たのかと思った。本当に来たらのみこまれてしまう
と思った。大人がいなくても自分たちで担架をつくり、ケガした人を運べ
るようにしたい。 
○ここは、災害が起こりやすいことを学習した。なのにお年寄りの方々
が多いので、災害が起こったら大変なことになると思った。災害発生時
には、自ら進んで地域への活動をしたい。 



避難時に実際に使われた安否札 

避難時に実際に使われた安否札 



１学年年「てんでんこ」 学年総合 

 【ねらい】 
   １．津波について、体感する。 
   ２．地域を自分たちの足で歩き、津波の歴史や 
     体験談から、防災について学ぶ。 
   ３．先人たちの教えを多くの人に広める。 

 
 【具体的な学習内容】 
   ①オリエンテーション(「インド洋大津波」に学ぶ) 
   ②地震の体感(起震車体験) 
   ③調査学習(フィールドワーク)  
   ④津波の体感(高さ、速さ)  
   ⑤学習のまとめ(調査学習のまとめ、構成詩の作成、 
    文化祭での学習発表、自主制作ビデオ「てんでんこ」)  



高さ 

速さ 

揺れ 

学区で最も高い津波の記録
１３ｍを校舎使って、下から
眺める。 

津波の速度（沿岸部）時速３６㎞で走る
車と、様々な方法（ケガした友達を背負
う・リヤカー）で走って競争してみる。 

①津波を体感する 



②調査学習(フィールドワーク) 

・地域に残されている津波記念碑  
 などの史跡調査。 
・チリ津波などの体験談の取材。 
・郷土資料館で、これまでの津波  
 の歴史と被害の様子を取材。 等 



③自主制作ビデオ「てんでんこ」 

・これまで学習してきたことの中
から、多くの人に伝えたいこと
をビデオにしました。 
・「祖父や祖母たちが、玄関のく
つをそろえておくようにという意
味が分かった。」 

・地域で学んだことを 
 地域の多くの方に伝える。 



Ⅱ 震災後の取組 
～「いわての復興教育」の取組を事例に～ 

震災の経験を子ども達がどう受け止め、 

これからどう生きていくべきなのか？  

 

震災・津波を乗り越え、未来を創造していくため 

に、１０年後、２０年後の岩手県を支えていける 

子どもたちの育成を目指す。 

 
 

各学校でふさわしい復興教育に取り組む 

震災・津波に伴う経験は  

それぞれ貴重な教育的価値をもっている 

・新しい防災教育 

・体験(教訓）から学ぶ教育活動  

そのために 

被害の多寡によらず、県内全ての子ども一人一人が震災津波と向き合い、 
自分自身を見つめ、他者や社会とのかかわりを考えることが重要 



「いわての復興教育」プログラム【改訂版】 

① 

② ③ 

①「目的」 
復興・発展を 
支えるひとづくり 

②「育てる場」 
全教育活動 

③ 「育てたいもの」 
３つの教育的価値 



「いわての復興教育」プログラム｜改訂版■06 

【震災前からの目的】 

「知・徳・体」を備え調和のとれ
た人間形成 

 
「ひとづくり」 

 

【「いわての復興教育」の目的】 

郷土を愛し、その復興・発展を
支える人材の育成 

 
「復興・発展を支える 
       ひとづくり」 

補完・充実 

【根底】 
       震災津波を乗り越えて、未来を創造していくために、  
   10年後、20年後の岩手の復興・発展を担う子どもを育 
   成すること。 



「いわての復興教育」プログラム｜改訂版■07 

 震災津波の経験を後世へ語り継ぎ、自ら在り方を考え、 
未来志向の社会をつくることが必要 
   震災津波の体験からクローズアップされた 
   教育的価値を３つに分類し、テーマを付ける。 
        

    １ 生命や心について【いきる】 
    ２ 人や地域について【かかわる】 
    ３ 防災や安全について【そなえる】 
     
 
     「いわての復興教育」の教育的価値 



「いわての復興教育」プログラム｜改訂版■08 



「いわての復興教育」プログラム｜改訂版■08 



「いわての復興教育」プログラム｜改訂版■09 



「いわての復興教育」プログラム｜改訂版■09 



いわての復興教育副読本 
『いきる かかわる そなえる』 

小学校・高学年用 中学校用 小学校・低学年用 

※３つの教育的価値と具体の２１項目に対応 



副読本の構成 

【いきる】 
 具体の２１項目の①～⑦に対応した教材をアトランダムに掲載。 

【そなえる】 
 具体の２１項目の⑮～㉑に対応した教材を系統的に掲載。 
１「震災津波の被害の様子と歴史」→２「自然のメカニズムと被害の 
特徴」→３「危険予測と判断や行動・訓練」→４「状況に応じた対応」 
→５「社会への影響・家庭での備え・地域での取り組み」 

【基本】 
● ３．１１を忘れさせないため、風化させないための教材。 
● 子どもたちの発達段階や学習状況等に対応した教材。 
●  「いわての復興教育」プログラム【改訂版】に連動。 
● ３つの教育的価値と具体の２１項目に対応。 

【かかわる】 
 具体の２１項目の⑧～⑭に対応した教材をアトランダムに掲載。 



副読本の内容(小中学校)【いきる】②自然との共存 

しぜんといきる   
  小学校・低学年【いきる②】 

海人の心 
 小学校・高学年【いきる②】 

森の防潮堤で命を守る         
       中学校【いきる②】 



副読本の内容(小学校)【かかわる】【そなえる】 

危険を予測・回避   
    小学校・低学年 

家庭での取組 
 小学校・低学年 

地域への提言 
   小学校・高学年 



副読本の内容(中学校)【かかわる】【そなえる】 

地域を知る   
       中学校 

自らかかわる   
       中学校 

そのとき、どうする？  
       中学校 

災害時の情報と心理   
       中学校 



「1000年後まで伝えよう！ 
      東日本大震災のこと」 
 (大船渡市立吉浜中学校) 

「被災地のためにできること」 
  (花巻市立花巻北中学校) 

「地域とともに総合防災訓練」    
(滝沢市立滝沢第二中学校) 

「宮城・内陸地震を風化させない!」     
  (一関市立本寺小学校) 

「自分たちで考える防災」 
「地域と連携した避難訓練」     
 (大船渡市立越喜来小学校) 

故郷を愛し、その復興・発展を支える「人づくり」 

〜安心で安全な社会を築いていく〜 

いきる 

かかわる 

そなえる 


